
星合 隆成 工学博士 P2P・SCB提唱者

▪崇城大学 IoT・AIセンター長
https://www.cis.sojo-u.ac.jp/index.php/iot-ai-center.html

▪崇城大学 情報学部 教授

▪早稲田大学 招聘研究員

▪（一社）SCBラボ 理事・所長
https://scblab.jp/

https://p2p-scb.net/

委員（熊本県内のみ）

▪熊本県長洲町ICT利活用検討委員会・座長, 2021.7 ～現在

▪熊本市スマートシティくまもと推進官民連携協議会・運営委員, 2021.7～現在

▪熊本県教育委員会運営指導委員会・委員, 2021.10.1～現在

▪熊本県イノベーションハイスクール評価委員会・委員, 2021.11.1～現在

▪熊本県上天草市行政改革推進委員会・委員長, 2022.9～現在

▪群馬大学 非常勤講師・客員教授

▪DX from KUMAMOTO・発起人・委員, 2021.6～現在 https://www.dxfk.jp/

▪熊本市、熊本県との包括連携協定

https://scblab.jp/topic/282-kitaku220914.html

https://scblab.jp/topic/86-2019-12-27-23-21-34.html

1：DXとは～地域のためのDX～ (0.5h)
2：なぜDXが重要か？ (0.5h)
3：DXの起こし方 (1.5h)
4：我々の取り組み (1h)

人材育成/ハブ・PFの構築/SCB理論の普及
5：DX思考法・論理的思考法 (1h)
6：論理的思考法ワークショップ (1h)
7：メソッドを用いたDXワークショップ(1.5h)

:AI入門、IoT入門, Python入門, データサイエンス入門

「地域創生のための地域DX」

DX創発講座：
崇城大学IoT・AIセンター



「地域DX推進に向けたDXハブ間連携」
実証実験（トライアル）のご提案

一般社団法人SCBラボ
https://scblab.jp/

星合 隆成（工学博士）
https://p2p-scb.net/

崇城大学IoT・AIセンター
https://www.cis.sojo-u.ac.jp/index.php/iot-ai-center.html

DX from KUMAMOTO
https://www.dxfk.jp/

https://scblab.jp/
https://p2p-scb.net/
https://www.cis.sojo-u.ac.jp/index.php/iot-ai-center.html
https://www.dxfk.jp/


地域創生・地域活性化に向けて

▪地域DXの推進が急務

▪多くの団体がDXを推進しているが、どのように進め
て良いかが分からない

▪大部分は業務改善、作業効率化、ペーパーレス等の
デジタル化の取り組みである

これは、DXの最初の一歩であり、ゴールではない



DX（デジタルトランスフォーメーション）とは？

▪ICT・データの活用を通じて、新たな価値観を創出すること

・ビジネスモデルや組織の変革、産業の創出
・ビジネススタイル、ライフスタイル、文化の変革
・ICTによる単なる作業効率化・業務改善、情報化、デジタル化ではない

（これはDX推進に向けての第一歩でありゴールではない）

イノベーション創発

▪「デジタル化」は手段．目的は「変革=イノベーション」を
起こすこと．イノベーションがキモだが理解されていない．



▪プログラミングができればシステム開発ができるのか？

Ans. No たとえば金融システムを開発するには、金融
のことを学ばなければならない！

何が本質なのかを考えよう！

▪「デジタル化」は手段．目的は「変革=イノベーション」を
起こすこと．イノベーションがキモだが理解されていない．

▪デジタル技術を学べば、DXを起こせるのか？

Ans. No 変革＝イノベーション手法を学ぶ必要がある

▪新たな発想で新たな価値観を創出する「イノベーション」とは何か？
・技術革新：技術の進展によって新たな価値観を創出
・新結合：新たなつながりによって新たな価値観を創出



イノベーションとは何か？

技術革新：スーパーコンピュータ「京」

vs

新結合：NTTフレッツ光グリッドサービス

▪ 技術革新と新結合の違いについて考察する

ブローカ・サーバ・内ベクトル・点

ブローカレス・サーバレス・外ベクトル・面

サーバ vs P2P

▪「新たな発想で新たな価値観を創出する」とはどういうことなのか？



技術革新の例：スパコン「京」

•スパコン「京」の状況
•２０１２年９月 本格稼働
•２０１９年８月 稼働停止・解体（世界１８位）
•７年の寿命

•建設費 800億円

•運営費 100億円/年

•総費用 1500億円

ゼロからの構築
（トップダウン・中央集権的な

アプローチ）

蓮舫議員の２位じゃダメ
なんですかで一躍有名

ブローカ（サーバ）



「京」の再利用は非現実的
・経年劣化が顕著
・莫大な運営費、移設費
・独自仕様（非汎用的）

いわゆる高価な箱モノ

2019.6.21 神戸新聞

高コスト・高リスク

技術革新の例：スパコン「京」の問題点（神戸新聞より）

ゼロからの構築
（トップダウン・中央集権的な

アプローチ） 地域DXのヒントはここにはない！



新結合の例：NTTフレッツ光グリッ
ドサービス（産経新聞連載より）

星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を
救う（５）P2Pサービス, 産経新聞, 

https://www.sankei.com/region/news/200522/rg
n2005220006-n1.html, 2020.5.22.



新結合の例：NTTフレッツ光グリッドサービス

すでにあるコンピュータ資源をブローカレスでつなげることにより、その新たな
つながりから新たな価値観を創出 低コスト・低リスク

ブローカレス（P2P）

非中央集権的・ボトムアップ

非・常識なこと



新結合の例：NTTフレッツ光グリッドサービス

すでにあるコンピュータ資源をブローカレスでつなげることにより、その新たな
つながりから新たな価値観を創出 低コスト・低リスク

ブローカレス（P2P）

非中央集権的・ボトムアップ

「コンピュータ資源＋P2P＋新結合」

P2P:ブローカレスでつなげること、自律分散、自己組織化

新結合：新たなつながりから新たな価値観を創出すること

新結合の「新たなつながりをつくる」、P2Pの「モノよりも
つながりに価値がある」の両者の親和性の高さに着目

新たな発想による新たな価値観の創出：

新たな発想 ：

新たな価値観：「フレッツ光加入PCによるスパコンサービスの提供」



「コンピュータ資源＋P2P＋新結合」（新たな発想）による成功事例（新たな価値観）

星合隆成, 地域コミュニティブランド, P5, 木楽舎, 2018.10より

2018年以降
・P2P保険(1億加入/年)
・P2P電力(関西電力)
・Web３.0
・DAO
・NFT

新たなビジネスモデル
やサービスを創出



世界初のP2P：ブローカレス
理論＆SIONet



世界初のP2P：ブローカレス理論＆SIONetの国際特許



愛媛新聞朝刊, 2003.9.15

文芸春秋9月号, 2002.9



日経バイト2004年8月号



日経バイト2004年8月号（P.23）

「ブローカレスで資源を
つなげることで新たなつ
ながりを作る」という
P2Pの新たな発想が、
どのような「新たな価値
を創出する」のかを真剣
に考える必要があるとい
うことを意味している．
【キラーとは？】



2018年以降
・P2P保険
・P2P電力
・Web３.0
・DAO
・NFT

2002年ファイル交換サービスWinnyが登場・社会現象

星合隆成, 地域コミュニティブランド, P5, 木楽舎, 2018.10より

3.10ロードショー公開

ファイル交換サービス（米国）
・Napster        ・WinMX
・Gnutella       ・BitTorrent
・Freenet
ファイル交換サービス（日本）
・Winny(2002)



2004.5月号
Winny特集



2002.1月号



「コンピュータ資源＋P2P＋新結合」（新たな発想）による成功事例（新たな価値観）

星合隆成, 地域コミュニティブランド, P5, 木楽舎, 2018.10より

2018年以降
・P2P保険(1億加入/年)
・P2P電力(関西電力)
・Web３.0
・DAO
・NFT



「コンピュータ資源+P2P+新結合」という新たな発想が、多くのビジネ
スモデルやサービス（新たな価値観）を創出した点に着目

地域DXこそが目指す世界とは？

この発想を地域DXに応用、地域資源のつながりへと理論・仕組を拡張

SCB＝異分野＋地域資源＋P2P＋新結合
「異分野間の地域資源をブローカレスにつなげることによって新た
なつながりを作る」という発想から新たな価値観を創出する．
地域資源：データ, 施設, 人, 技術, 活動, ソリューション, アイデア, 情熱, 課題などのあらゆるもの

異分野融合イノベーション（データ間連携）が地域DXの成否のカギ
単一の業界のみではイノベーションは起きにくい．多様性が大切

コンピュータ資源でうまくいったのだから地域資源でもうまくいくはず！



DXの取り組みA

異分野融合イノベーションに向けて必要な「3つ」のこと

DXの取り組みB DXの取り組みC

①DXの個々（課題解決型）の取り組みば
かりでなく、「横ぐし」の取り組みが必要

横ぐし：
プラットフォーム
（共通基盤）の構築

②プラットフォーム構築スキル
を有する人材育成が必要

縦
の
取
組

縦の人材育成だけで十分？

データ間連携：異分野融合イノベーション

異分野融合イノベーション：異なる分野間でのつながりによって新たな価値観を創出すること

③共通言語（科学・理論）が必要

横ぐし（横断的な取り組み：PF化）

DX人材育成講座の提供

SCB理論の提供



課題解決型とプラットフォームの違いについて考察する

課題解決型

vs

プラットフォーム

一体型システム vs OS



課題解決型とは？

▪問題となる要因を抽出・整理し、解決に向けての
対策を一つ一つ考え、実行する

▪課題解決のためのコストがかかる

▪課題を解決することがゴールであるため、そこから新た
な価値観が生まれにくい（イノベーションやDXが困難）

▪ニーズ指向（垂直型・内ベクトル・点）

メリット

▪課題解決のための取り組みやゴールが理解されやすい

デメリット

ゼロからの一体型システム・中央集権的なサーバに相当



プラットフォームの例：IT業界

▪OS（1960年代）

▪クラウド（2000年代）
▪コンピュータ資源の最大公約数化
（コンピュータ資源の部品化、オープン化、集約）

▪1960年代にIT業界初のプラットフォームが導入
▪IT業界が最大の成長分野である最大の要因
（プラットフォーム化とオープン化）

▪地域DXに向けての地域資源の最大公約数化が急務
（地域課題・社会的課題解決、地域イノベーション、地域DX創発のためのPF化）

▪低コストでアプリが次々に開発

▪未知のアプリに対応するのがプラットフォームとしてのOS



プラットフォームとは？

▪未知の課題に対応し、新たな価値観（イノベーションやDX）
を創出するための共通基盤

▪課題解決やイノベーション創発のためのコストがかからない

▪異分野の地域資源（リアル・バーチャル資源）をつなげるこ
とによって構築される、地域創生のための共通基盤

メリット

▪明確な課題解決の設定やゴールが分かりにくいため、プラット
フォーム化の取り組みが理解されにくい

デメリット

▪シーズ指向（水平型）、地域資源のつながりの最大公約数

▪新たな価値観が生まれやすい（イノベーションやDXが容易）

OSやクラウドに相当外ベクトル・面



課題解決型 VS プラットフォーム

一体型システム
(ゼロからの開発)

OS
（共通基盤）

アプリ

課題解決型
(ゼロからの解決)

地域活性化PF
（共通基盤）

地域活性化
アプリ

OSの導入が成功したのだから、地域活性化PFの導入もうまくいくはず！



地域DX推進に向けてのチャレンジ：実証実験

「DXハブを最先端ICT技術でつなげることで
つながりから新たな価値観（新結合）を創発する」

実証実験をスタート

▪地域DX成功のカギ：異分野融合イノベーション創発の成否

▪地域創生に向けては、地域DXの推進が必要不可欠

異分野融合イノベーション創発・地域課題解決
のためのプラットフォーム作りに着手（知の集積）

イノベーション：前例にないことにチャレンジ



肥後銀行崇城大学
IoT・AIセンター

道の駅阿蘇

蔦屋書店

熊本市

NTT西日本

DXハブ間連携による地域DX・地域イノベーション創発
のためのプラットフォーム構築（リアルメタバース）

専門学校IICA
熊本YMCA学院

RKKCS

データ・施設・人・技術・ソリューション
・アイデア・活動などのつながり、還流

【プラットフォーム（共通基盤）の役割】
▪DXハブのつながりから新たな価値観(新結合・異分野融合イノベーション）を創発

【地域資源（リアル資源・バーチャル資源）のつながり】

▪DXハブのつながりから地域課題、社会的課題などを解決

崇城大学IoT・AIセンター
メタ空間スタジオ

メタバース

xR(AR・VR）

AI

IMX500

IoT

仮想空間からリアル空間への写像
リアルメタバース

DXハブ間連携によるプラットフォーム構築の実証実験

PF論理モデル・
フレームワークの
策定グループ

PFの有効性
評価グループ

（成蹊大・崇城大）

アイデアソン
運営グループ

トライ＆エラーで実証実験・トライアル・評価

汎用的な地域DX・地域イノベーションモデル
（フレームワーク）の確立、全国展開

地域コミュニティ
構築グループ

P2P
DAO

Web3.0
NFT

仮想通貨
ブロックチェーン

谷田病院

https://www.cis.sojo-u.ac.jp/index.php/topix-
of-iot-ai-center/160-sonyproject230127.html

システム開発
グループ

上天草市

九州ソフタス

市民参加の促進・
人材育成・普及活動

市民参加の促進・
人材育成・普及活動

▪PF内のAIが学習し成長することで、イノベーションや課題解決を提案

知見・ノウハウ



地域活性化システム

現状（一体化システム・
課題解決型）

地域資源

地域資源

地
域
資
源

カプセル

カプセルカプセル

IF

IF

地域資源

カプセル

IF

IF

地域資源

カプセル

IF

地域活性化プラットフォーム（PF)

PF-IF

地域活性化アプリケーション

▪地域資源の洗い出し
▪カプセル化とIF
▪IF設計
・機能
・モノ
・活動
・概念、ビジョン
・つながり

▪PFの役割
▪PFとしてできること
（解決できる課題）

▪提供する機能など

▪解決して欲しい課題
▪欲しい機能など

▪これまでに解決したこと
▪解決できなかったこと

メタデータ設計

プラットフォームの役割の例（知の集積）

AIがメタデータを学習し、イノベーション創発・課題解決のための最適な地域資源のつながりを提案

地域資源

カプセル

IF

地域資源

カプセル

IF
地域資源

カプセル

IF

多層



▪熊本市
▪上天草市
▪崇城大学IoT・AIセンター
▪肥後銀行
▪NTT西日本
▪道の駅阿蘇
▪蔦屋（ニューコワン）
▪イデアITカレッジ阿蘇
▪熊本YMCA学院
▪吉見憲二（成蹊大学）

参加団体（コアメンバー）：2023.3.10時点

▪(株)RKKCS
▪(株)ナレッジコミュニケーション
▪(株)九州ソフタス
▪(株)F
▪谷田病院
▪熊本放送 RKKテレビ

▪くまもと県民テレビKKTテレビ

▪テレビ熊本TKUテレビ

▪くまもと経済
▪一般社団法人SCBラボ
▪DXFK

＊状況に応じてレギュラーメンバーを募集いたします



実証実験に向けた「肥後銀行」との連携協定の締結



実証実験に向けたパートナー事業協定の締結

https://www.cis.sojo-u.ac.jp/index.php/topix-
of-iot-ai-center/160-sonyproject230127.html





人材育成に関する
参考資料



群馬大学理工学部 群馬県庁NETSUGEN SCBイノベーションアカデミー

崇城大学情報学部 熊本県立熊本西高校

熊本市職員研修

農水省職員研修
国交省・財務省職員研修



共通言語・理論開発
に関する参考資料



1)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（１）地域イ
ノベーション, 産経新聞, 
https://www.sankei.com/region/news/200417/rgn2004170
018-n1.html, 2020.4.17.

2)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（２）技術革
新, 産経新聞, https://www.sankei.com/region/news/200424/r
gn2004240007-n1.html, 2020.4.24.

3)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（３）P2Pの
誕生（上）, 産経新聞, https://www.sankei.com/region/news/20
0501/rgn2005010019-n1.html, 2020.5.1.

4)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（４）P2Pの
誕生（下）, 産経新聞, https://www.sankei.com/region/news/20
0514/rgn2005140013-n1.html, 2020.5.14.

5)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（５）P2P
サービス, 産経新聞, https://www.sankei.com/region/news/200
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実証実験（まとめ）

▪地域創生、地域活性化に向けて、DX推進・イノベーション創発が急務．

▪多くの団体がDXを推進しているが、どのように進めて良いかが分からない．大部
分は業務改善、作業効率化、ペーパーレス等のデジタル化の取り組みである．こ
れは、DXの最初の一歩であり、ゴールではない．

▪DXとは、異分野間のデータ間連携、異分野間の資源のつながりから新たな価値観
を創出すること（異分野融合イノベーションを創発すること）．単一の業界のみ
ではイノベーションは起きにくい．多様性が大切．

▪DXハブを最先端ICT技術でつなげることによって、そのつながりから新たな価値
観を創出する、様々な課題を解決することを目的とした実証実験を開始．

▪DXハブを最先端ICT技術でつなげることによって、プラットフォーム(PF)
を構築．PFがイノベーション創発や課題解決を行う．

▪PF内のAIが学習し成長することで、イノベーションや課題解決の提案を行う．

▪トライアル（トライ＆エラー）により、DX推進・イノベーション創発のためのPF
を構築し、汎用的なフレームワーク（論理モデル）として全国展開する．



https://conceptlab.jp/doc/SCB_conect.m4v
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